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そろそろスイ センが 見頃を迎えま す 。も う、春はそこ まで来 ています 。  

現在会員登録数 4,378 人さま。次号は３ 月 21 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●人形劇「エ パミナ ンダス」 を上 演しま す。  

大 阪 国 際 児 童 文 学 振 興 財 団 所 属 の ボ ラ ン テ ィ ア 人 形 劇 サ ー ク ル 「 ぱ れ っ と 」

が、大阪府立 中央図 書館で 、人形 劇「エ パミナンダス 」を上 演します。  

日  時：２月 24 日（月・祝） 14： 00 から  ※  無料、事前申 し 込み不要  

主  催：大阪府立中 央 図書館  こども資料 室  

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」 表彰 式・特別講演 会  

「第 41 回  日産  童話 と絵本のグラ ンプリ 」表彰式で 、本グ ラン プリ審査員 の

吉橋通夫さん による 特別講演を開 催しま す。  

特別講演「物 語を書 くコツ」  講  師：吉 橋通夫（児童 文学作 家）  

日  時：３月８日（ 土 ） 13： 20～ 15： 30 ◇表彰式  ◇特別講演 会 （約 50 分）  

会  場：大阪府立中 央 図書館  ライティホ ー ル  

定  員： 70 人（申込先 着順）   対  象：中 学生以上   参加費： 無  料  

主  催：大阪国際児 童 文学振興財団  

協  賛：日産自動車 株 式会社  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#41lecture  

 

●  ≪寄付プレゼン ト キャンペ ーン  ２月 末まで実施中 ≫  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力 くだ さいますよう お願い します。  

２ 月 末 ま で の キ ャ ン ペ ー ン 期 間 中 、 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に 下 記 の

中からおひと つプレ ゼントいたし ます。  

◇プレゼント 内容：  

〈１〉富安陽 子さん のサイン本  １冊（限 定２５冊・抽 選）  

〈２〉イイク ロちゃ んグッズ  全種類セ ッ ト  

〈３〉当財団 発行の お好きな報告 集  １冊  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#41lecture
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html


→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yumiko's Talk 

*****************************************************************  

『あこがれの 図書館』 パトリシア・ポ ラッ コ /作  福本友美子 /訳  さ・え・

ら書房  2024 年 9 月  対象年齢： 小学校 中学年以上  

 

＊今回のゲス トは 翻 訳家の福本友 美子さ ん（ Ｆ）です 。  

 

あ ら す じ ： 祖 父 と マ マ と 兄 と ミ シ ガ ン 州 の ユ ニ オ ン ・ シ テ ィ の 農 場 に 住 ん で

いたパトリシ アは、祖 父と別れ、ママ と兄と 同じ州のバト ル・クリ ークの小

さ な 家 に 引 っ 越 す 。 パ ト リ シ ア は 文 字 を 読 む こ と に 困 難 を 覚 え た が 、 絵 を

描 く の が 大 好 き で 、 ウ ィ ラ ー ド 図 書 館 で 画 集 を 見 つ け る 。 司 書 の ク リ ー ビ

ーさんはパト リシア が鳥の絵に夢 中なの を知り、特別 な本棚に あるジョン・

ジェームズ・オ ーデュ ボンの画集を 見せて くれる。パトリ シアは 、参観日の

テ ー マ を 鳥 に し よ う と ク ラ ス に 提 案 し 、 ミ シ ガ ン 州 に あ る オ ー デ ュ ボ ン 鳥

類 ク ラ ブ の 会 長 か ら フ リ ー モ ン ト 小 学 校 の 会 員 第 １ 号 に 認 定 さ れ 、 バ ッ ジ

を も ら う 。 著 者 の 自 伝 的 作 品 で 、 巻 末 に は 当 時 の ウ ィ ラ ー ド 図 書 館 と 図 書

カードの写真 とバッ ジの絵が掲載 されて いる 。  

 

Ｙ：この絵本 の魅力 は何ですか。  

Ｆ ： 主 人 公 の パ ト リ シ ア は 引 っ 越 し 先 の 学 校 で 楽 し く 勉 強 す る 一 方 、 転 校 生

と し て ど こ か 違 和 感 を 抱 い て い ま す 。 け れ ど 、 絵 と 鳥 と い う 好 き な も の を

見 つ け 、 そ の こ と に よ っ て 学 校 で も 活 躍 で き る よ う に な り ま す 。 好 き な こ

と を 見 つ け る こ と の 大 切 さ が 描 か れ て い る 点 が こ の 本 の 魅 力 の 一 つ だ と 思

います。  

も う 一 つ の 魅 力 は 、 パ ト リ シ ア の ウ ィ ラ ー ド 図 書 館 司 書 ク リ ー ビ ー さん

と の 素 晴 ら し い 出 会 い で す 。 作 者 の ポ ラ ッ コ に は 自 伝 的 な 作 品 が 多 く あ り

ますが、これまで『あ りがとうフォ ルカー 先生』（香咲弥 須子 /訳  岩崎書店  

2001 年）や『ありがと う、チュウ 先生』（さ くまゆみこ /訳  岩崎 書店  2013

年）など、先生との出 会いが描かれ た作品 が翻訳されて いまし た。この作品

は 、 本 と 読 者 を つ な ぐ 司 書 が 、 パ ト リ シ ア の 人 生 に 大 き な 役 割 を 果 た し ま

す。  

Ｙ ： パ ト リ シ ア を 見 守 り 、 １ 年 生 の 子 ど も に 貴 重 な 画 集 を 見 せ る な ん て 英 断

だと思いまし た。  

Ｆ：大 きくて、天井 が 高くて、大理石の 床で 、厳かでともすれ ば威 圧的な雰囲

気 の 図 書 館 に 座 り 込 ん で 画 集 を 見 続 け る パ ト リ シ ア を 見 て い て 、 こ の 子 に

は 必 要 だ と 思 っ た ん だ と 思 い ま す 。 私 の 司 書 の 友 だ ち が 何 人 も こ こ が 心 に

残 っ た と 伝 え て く れ ま し た 。 司 書 は 教 師 と は ま た 別 の 観 点 か ら 子 ど も に 寄

り 添 う こ と が で き る 素 晴 ら し い 仕 事 だ と 思 い ま す 。 私 は も と も と 図 書 館 員

だ っ た の で 、 パ ト リ シ ア に 本 当 に 必 要 な も の を 手 渡 し て く れ た こ の ク リ ー

ビーさんの仕 事ぶり に拍手を送り たい気 持ちです。  

私 は 、 ロ ン ド ン の 大 英 図 書 館 な ど で オ ー デ ュ ボ ン の 画 集 を 何 場 面 か 見た

こ と が あ り ま す が 、 大 き く て 極 彩 色 で 周 囲 の 植 物 と 共 に 鳥 が 自 然 な 姿 で 描

か れ て い て そ の す ば ら し さ に 感 動 し ま し た 。 こ の 本 を 読 ん だ 日 本 の 読 者 が

い つ か こ の 本 に 出 会 っ て 「 あ の と き の 本 は こ れ か 」 と 思 っ て も ら え た ら う

れしいなと思 いまし た。  

Ｙ：訳されて いて苦 労されたとこ ろはど こですか。  

https://syncable.biz/associate/19800701


Ｆ ： パ ト リ シ ア の 家 族 は お じ い ち ゃ ん と 一 緒 に 住 ん で い た と こ ろ か ら 別 々 に

引 っ 越 す こ と に な り 、 一 年 後 に は ま た 別 の 場 所 に 移 り ま す 。 そ の 位 置 関 係

が 日 本 の 読 者 に は わ か り に く い と 思 い ま し た 。 そ こ で 、 原 書 に は な い の で

すが、冒頭に 地図を 入れました。  

Ｙ：これで登 場人物 の移動がとて もイメ ージしやすく なりま した。  

日 本 で は 文 の 短 い 絵 本 が 多 い で す が 、 こ の 絵 本 は 文 章 量 が た っ ぷ り あり

ます。  

Ｆ：１年生が 主人公で すが、一人称 で書かれ 、大人になっ てから振 り返るとい

う 形 で す 。 で す の で 、 対 象 年 齢 は １ 年 生 よ り も う 少 し 上 だ と 考 え て 訳 し ま

した。  

Ｙ ： た っ ぷ り し た 文 章 と 絵 の あ る 絵 本 で 、 こ の 本 を き っ か け に 読 む こ と の 楽

しみを知る子 どもが いたらいいな と思っ て読みました 。  

絵から読み取 れる物 語も魅力的で した。た とえば、パトリシア は 、学校で

字 が 読 め た ら 違 う 色 の わ っ か の ペ ン ダ ン ト を も ら え る こ と に な っ て い る の

で す が 、 一 人 だ け ず っ と 最 初 に も ら っ た 緑 の ペ ン ダ ン ト を つ け た ま ま 、 つ

ま り 文 字 が 読 め な い ま ま で い ま す 。 そ の 絵 が あ る こ と で 、 パ ト リ シ ア の 心

の痛みが感じ られま した。また、鳥が随所 に描かれてい て、自由 を求めるパ

トリシアの心 を描い ているように 思いま した。  

Ｆ ： 緑 の わ っ か の ペ ン ダ ン ト が 悲 し か っ た か ら こ そ 、 図 書 カ ー ド と オ ー デ ュ

ボ ン 鳥 類 ク ラ ブ の 会 員 バ ッ ジ が う れ し か っ た こ と が 伝 わ り ま す ね 。 ポ ラ ッ

コ の 作 品 は 絵 が 多 く の こ と を 物 語 り 、 場 の 雰 囲 気 を 伝 え て い る の で 、 い つ

もいい映画を 観たよ うな気持ちに させて くれます 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 114 回「タネリは たしかにいち にち嚙 んでいたよう だった 」  

 早春の子ど も  

 

ホロタイタネ リは、小 屋の出口で、出ま かせ の歌をうたっ ていま す。――「山

の う え か ら 、 青 い 藤 蔓 と っ て き た ／ … 西 風 ゴ ス ケ に 北 風 カ ス ケ … ／ 崖 の う え

か ら 、 赤 い 藤 蔓 と っ て き た ／ … 西 風 ゴ ス ケ に 北 風 カ ス ケ … 」 こ の す て き な 歌

はまだまだつ づくの ですが、タネ リがうた いながら、た たいてい るのは、冬中

凍 ら せ て 、 こ ま か く 裂 い た 藤 蔓 で す 。 藤 の 繊 維 は 、 衣 服 を 織 る の に 使 う の で

す。それでも、タネ リ は、むこうの野原 や丘 が明るく、かげろ うが のぼってい

る の に さ そ わ れ て 出 か け ま す 。 た た い た 藤 蔓 を 一 束 も っ て 、 口 で も に ち ゃ に

ちゃ噛みなが ら。お 母さんは、う ちの な かから、「森 へは、は いって行くんで

ないぞ。」 といいま す 。  

 

「タネリはた しかに いちにち嚙ん でいた ようだった」は、前回 の「若い木霊 」

（当メルマ ガ NO.173）を改作した テクス トですから、 タネリ も、若い木霊 と

同 じ よ う に 、 ま だ 雪 の 残 る 地 面 の 枯 草 を 踏 ん で い き ま す 。 蟇 に も 栗 の 木 に も

出会い、そし て、同 じように「お 前は鴇 という鳥かい 。」と 叫 ぶのです。  

 

若い木霊は 、「お前、鴇の火という ものを 持ってるかい 。」とも 叫びました。前

回は、「鴇の 火」は「 この若い主人 公の内 に目覚めた官 能の象 徴」という伊藤

眞一郎の意見 も紹介 されました（伊藤「「 タネリはたし かにい ちにち嚙んで ゐ

たやうだつた 」論」 1977 年）。タ ネリのほ うは、「お おい、鴇 、 ／おいらはひ

とりなんだか ら、／ おまえはおい らと遊 んでおくれ 。」と叫 ぶ 子どもです。  

 

鳥 を 追 い か け て い っ た タ ネ リ は 、 暗 く 巨 き な 森 の 手 前 ま で 行 き ま す 。 お か あ

さんが「はいって 行く んでないぞ 。」といっ た森です。そこに は、「顔の大きな



犬神みたいな もの」が じっと立って いて、タ ネリは、あわ てて逃げ 帰ります 。  

 

先の伊藤眞一 郎は、「 一人の子供の 、自然の 中での非日常 的な異 世界との出遭

いが語られた もので 、一種の幻 想譚」と も 、「子供 と早春の 自然 との無邪気な

交歓の物語と 見られ なくもない 。」とも 述 べています 。  

 

タネリは、藤蔓を 嚙ん だり、吐き出して 叫ん だり、さびしくな って 、また嚙ん

だりします。子どもの 発達段階のは じめを「 口唇期」と名 づけたの はフロイト

ですが、藤蔓 を嚙み つづけるタネ リには 、子ども性を 感じま す。  

 

この作品は、童話 集『 注文の多い料 理店』の 装丁、挿絵を担当 した 菊地武雄を

介して、雑誌『赤 い鳥 』に持ち込まれ たとい う話が知られ ていま す。『赤い 鳥』

を主宰してい た鈴木 三重吉は、「君 、おれ は忠君愛国派 だから な、あんな 原稿

は ロ シ ア に で も 持 っ て い く ん だ な あ 」 と い っ て 掲 載 し な か っ た と い う の で す

が。（堀尾 青史『年 譜  宮澤賢治伝』 1966 年参照）  

 

「サガレンと 八月」（ 当メルマガ NO.140 参照）の「 私」が語 る、風から聴いた

物 語 の 主 人 公 の 子 ど も も タ ネ リ で し た 。 こ れ も 、 も う 一 つ の 先 行 テ ク ス ト と

考えられます。そこに は、「ギリ ヤークの 犬 神」も登場する のです 。（馬車別 当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６８  

*****************************************************************  

 

「あのコジン スキー さんの店のイ ースタ ー用のぼうし、あ んな きれいなのは 、

どこにもない ねえ」そ のことなら、わたし た ちもとっくに 気づい ていました。  

わたしたち三 人は、顔 を見あわせま した。そ して、世界中のな によ りも、あ

のぼうしをお ばあち ゃんにあげた いなあ 、と思いまし た。  

 

（『チキン・サン デー 』  パトリ シア・ポ ラ ッコ /作  福本友美 子 /訳  アスラ

ン書房  1997 年 3 月）  

 

対談と同じ、パト リ シア・ポラッコの 自 伝的作品です 。「わた し」のおばあち

ゃんが２年前 の夏に 亡くなり、寂しい「 わ たし」は、近所に住 む スチュワート

とウィンスト ンと「き ょうだいにな る誓い の儀式」をし たため、ふたりのおば

あ ち ゃ ん を 「 わ た し の お ば あ ち ゃ ん 」 と 思 う よ う に な り ま す 。 お ば あ ち ゃ ん

は、毎週日曜 日に教会 へ行き、コジ ンスキー さんのぼうし 屋まで くると、すて

きなぼうしを 見てた めいきをつき ます。そ して、夕飯に フライド・チキンを作

ってくれます 。  

 

引 用 の 部 分 は 、 フ ラ イ ド ・ チ キ ン を 食 べ て い る と き の お ば あ ち ゃ ん の 言 葉 と

「わたし」た ちの反応 です。そこで 、３人は コジンスキー さんの お店に行きま

す が 、 年 上 の 男 の 子 た ち が コ ジ ン ス キ ー さ ん の お 店 に 卵 を 投 げ た の を ３ 人 が

や っ た と 勘 違 い さ れ て 追 い 返 さ れ て し ま い ま す 。 ３ 人 は コ ジ ン ス キ ー さ ん に

無 実 で あ る こ と を わ か っ て も ら う た め に 、 イ ー ス タ ー の た め の 飾 り 物 の 卵 を

作って持って 行きま す。コジンス キーさん は、ロシア語 でお礼を 言い、３人を

お 茶 に 誘 っ て く れ 、 お ば あ ち ゃ ん の ぼ う し の た め に 、 卵 を 売 る よ う に 場 所 を

提供してくれ ます。 ３人は「ウク ラ イナ のたまご」と 宣伝し て売ります。  

 

こ の よ う に 、 こ の 絵 本 に は 、 い ろ い ろ な 文 化 的 背 景 を 持 っ た 人 た ち が 登 場 し



ま す 。 ポ ラ ッ コ は 一 人 一 人 の 表 情 を 豊 か に 描 い て お り 、 特 に お ば あ ち ゃ ん と

コ ジ ン ス キ ー さ ん は こ れ ま で の 人 生 を 感 じ さ せ て く れ ま す 。 無 実 の 罪 を 着 せ

られた「わた し」たち がどうなるの か、おば あちゃんはぼ うしを 手に入れるこ

とができるの かなど 、物語展開 は起伏に 富んでいます 。「 わた し」が血の つな

が り の な い お ば あ ち ゃ ん に 深 い 愛 情 を 抱 く 点 も 心 に 残 り ま す 。 今 回 読 み 直 し

て改めて読み 継がれ てほしい本だ と思い ました。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

あべのハルカ ス美術 館で３月 16 日まで開催されている 巡回展 「生誕 140 年  

Ｙ Ｕ Ｍ Ｅ Ｊ Ｉ 展  大 正 浪 漫 と 新 し い 世 界 」 に 行 っ て き ま し た 。 夢 二 郷 土 美 術

館所蔵作品を 中心に、竹久夢二（ 1884-1934）の絹本着色、紙本着 色、水彩画、

油彩画、版画、雑誌な どの挿絵、スケッチ、絵葉書、人形など、約 200 点が展

示されていま した。  

 

全体の構成は おおよ そ時代に沿っ て、「 １ 章  清新な写 生と「 夢二のアール・

ヌーヴォー 」」、「 ２章  大正浪漫の 源泉－ 異郷、異国 への夢 」、「 ３章  日本の

ベル・エポ ック－「 夢 二の時代」の芸術文化 」、「４章  アール・デ コの魅惑と

新しい日本画 － 1924-1931 年」、「５章  夢二 の新世界－ア メリカ とヨーロッパ

での活動－ 1931-1934 年」、「 正木不如丘 旧蔵  外遊スケッ チ」とな っています 。

絵 に は 、 夢 二 の 人 生 と 絵 と の か か わ り に つ い て の 丁 寧 な 解 説 が 付 さ れ 、 夢 二

のドラマチッ クな人 生と重ねなが ら絵を 見ることがで きまし た。それゆえに 、

40 代後半で海外 へ行 ったにもかか わらず、帰国してすぐ に病気 になって 50 歳

で亡くなって いるの がとても残念 で、も っと絵が見た かった と思いました 。  

 

今回の展示の 目玉は 、生誕 140 年展の前に発見されて 、初公 開される油彩 画

「アマリリス」で し た。図録解説によ る と、絵のモデルは 恋 人のお葉で 、「タ

イ ト ル と な っ て い る ア マ リ リ ス の 花 は 夢 二 式 美 人 と 並 び 大 き く 描 か れ 髪 飾 り

の よ う で も あ り ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 影 響 も 感 じ る 西 洋 的 な モ チ ー フ と な っ

て い る が 、 き も の 姿 の 日 本 髪 の 女 性 と 見 事 に 調 和 し て 夢 二 な ら で は の 和 洋 折

衷 の 表 現 と な っ て い る 。」 と あ り ま す 。 ア マ リ リ ス の 花 、 お 葉 の 頬 と 唇 の 色 、

着 物 の 半 襟 、 帯 締 め の 赤 が 暗 い 背 景 や 着 物 か ら 浮 き 出 て い る よ う に 見 え 、 と

ても魅力的で す。  

 

夢 二 の 作 品 は デ ザ イ ン の 魅 力 が あ り ま す 。 描 か れ る 女 性 た ち の 着 物 の 柄 も 洋

服 も 、 千 代 紙 や 封 筒 や 半 襟 の た め の 絵 も お し ゃ れ で 、 や さ し い 色 使 い も 心 惹

かれました。そして、掛け軸の表装 の布地 の柄すらもデ ザイン 的で、夢二の 絵

に 合 っ て い る と 思 い ま し た 。 こ れ ま で 何 度 か 夢 二 展 に 行 き ま し た が 、 今 回 は

多 様 な ジ ャ ン ル で た く さ ん の 夢 二 作 品 を 見 る こ と が で き 、 夢 二 の 才 能 を 改 め

て感じました 。（Ｋ ）  

 

あべのハルカ ス美術 館  https://www.aham.jp/ 

（夢二郷土美 術館  https://yumeji-art-museum.com/）  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

今月は、著者 のつご うにより 休載 します 。  

来月配信の次 号（ NO.175）は、第５章「古田 足日先生」その２「散 文性のかく

得」（中の 後半 )です。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

https://www.aham.jp/
https://yumeji-art-museum.com/


http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●ＪＢＢＹ子 どもの 本の日フェス ティバ ル  

オンライン「 子ども の本のおしご と相談 室」  

日時：３月 20 日（木 ・祝）  15： 00～ 17： 00 

対象：小学生 ～高校 生 50 人  ※有料、 要 申し込み （ 3/3～）  

講師：小松原宏 子・那 須田淳（児童文 学作家 ）、あべ弘 士・ひろか わさえこ（絵

本作家）、 かみやに じ ・笹山裕子（ 翻訳家 ）  

主催：日本国 際児童 図書評議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 あ こ が れ の 図 書 館 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は３月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

児童養護施設 で人形 劇を上演しま した。 ３歳から小学 ３年生 までの 20数名の

子どもたちと いっし ょに、ふたつ の演目 を鑑賞しまし た。子 どもたちはと て

もにぎやかで 大盛 況 。舞台裏の仕 掛けな ども披露して いただ いて、子ども た

ちはさらに大 喜び。 子どもの喜び が伝わ って私たちも 楽しく なりました。

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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